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学生団体の主体的な地域活動を支援 

平成 30 年度は 5 件の新規団体を加え、10 件の活動がスタート 
 

横浜市立大学では、平成 23年度から「学生が自主的な探求心やチャレンジ精神をもって、コミュニ 

ケーション力や積極的な行動力を発揮しながら地域に貢献する研究や活動」を助成金で支援する「学生

が取り組む地域貢献活動支援事業」を実施しています。この事業では、地域と大学の連携により地域の

活性化を目指すこと、及び学生が地域の課題を見つけて主体的に地域貢献活動を計画し、地域の方々と

解決の方法を探る中から、学生自身が当事者として考える力をつけ、社会に出た時の実践力を身につけ

ることを目的としています。中には、地域の小中学校での出前授業など、何年も継続した活動により、

地域に定着している取り組みもあります。 

平成 30年度は書類審査の結果、継続して活動を続けている５団体と、新たな課題に着目した新規５団

体が採択されました。いずれの団体も学生ならではの視点と行動力で、地域での活動に取り組みます。 

 

〈平成 30年度学生が取り組む地域貢献活動支援事業一覧〉 

 事業名 団体名 

１ 
舞岡・戸塚を拠点とした市民科学の発展の 

ための架け橋活動 
YCU SCIENCEらいげーす 

２ 医学生・看護学生が創る『医療』教育 横浜市立大学医学部 YDC 

３ 
『三浦半島ジャーナル』の制作・発行事業 

【新規】 
三浦半島研究会 

４ 「みんなでじゃがいもを育てよー」【新規】 つちのこファーマーズ 

５ 地域の子どもたちに向けた実験教室 科学倶楽部 

６ 『ハマから２０２０！プロジェクト』【新規】 
ボランティア支援室学生スタッフ Volunch 

「オリンピック・パラリンピック企画グループ」 

７ ひとつなぎプロジェクト 並木・青葉プロジェクトチーム 

８ 本牧地区まちづくり事業【新規】 RESTART本牧プロジェクト 

９ いのちの授業訪問事業 看護学科 いのちの授業グループ 

10 
神奈川県における外国につながりを持つ生徒

の教育支援【新規】 
JNZ（Joyful N Zippy students） 

 

学生の活動の様子は、横浜市立大学ボランティア支援室の WEBサイト※１で随時公開します。 

※１ 横浜市立大学ボランティア支援室 WEB サイト→学生が取り組む地域貢献活動支援事業→平成 30 年度採択事業一覧

http://www-user.yokohama-cu.ac.jp/~voluntee/wp/stu_regional-contribution/ 

 
お問い合わせ先 

学生・キャリア支援課長 上野 修 Tel 045-787-2090 

公 立 大 学 法 人 横 浜 市 立 大 学 記 者 発 表 資 料 

平成 30 年 6 月 28 日 
学生・キャリア支援課 

（裏面あり） 



〈参考〉平成 30 年度学生が取り組む地域貢献活動支援事業の紹介 

１．舞岡・戸塚を拠点とした 

市民科学の発展のための架け橋活動 

YCU SCIENCEらいげーす【新規】 

２．医学生・看護学生が創る『医療』教育 

横浜市立大学医学部 YDC 

 

中学・高等学校で行っている様々な科学の取り組みは、

それらを互いに共有する場がないため、活動の広がりが不

十分です。そこで、我々が拠点とする舞岡・戸塚地域の中

学・高等学校の科学活動を支援して生徒の自然科学への興

味を促し、交流の場を作って市民科学の発展に寄与します。 

具体的には「舞岡うきうき自然科学研究会」を立ち上げ、

①ハグロトンボの研究活動 ②近隣の学校向けのサイエン

スカフェ ③近隣中学校との活動の取り組みなどで生徒に

科学への興味関心を高めてもらい、交流の場を通じて各校

の部活や地域の活性化につなげる活動を行います。 

 

医療崩壊の原因は、医療者や病院数と患者数のアンバラ

ンスにあると考えます。これまで医学部定員増や診療報酬

改定など医療供給側へのアプローチはありましたが、利用

する側へのアプローチはほとんどないのが現状です。 

そこで医学生・看護学生の立場から、小中学生に医療の

仕組みと適正利用を広めたいと考えます。救急車不足や医

療機関の使い分けなどを主軸に、今年度は 3 校で訪問授業

を行い、「熱中症の予防と対策」「感染症と予防接種」など、

保健体育や理科の内容も盛り込みます。この活動を通して、

私たち自身も医療の現状を学び、良き医療者を目指します。 

３．『三浦半島ジャーナル』の制作・発行事業 

三浦半島研究会【新規】 

４．「みんなでじゃがいもを育てよー」 

つちのこファーマーズ【新規】 

 

三浦半島研究会は、フィールドワークで自然や文化に恵

まれた三浦半島の魅力を探しながら、生涯を通じて三浦地

域と関わっていきたいという市大生や一般市民を増やすこ

とを目的として機関誌の発行を主軸に活動しています。 

機関誌『三浦半島ジャーナル』では三浦半島での暮らし

を取り上げ、Twitter・Instagram と連携して認知を獲得し

ています。今年度は“三浦半島での人生”をテーマに、観

光客誘致目的ではなく三浦半島に暮らす人々や生活・文化

を紹介し、リアルな生活を思い描いてもらうことを趣旨に、

親しみやすい“雑誌のようなデザイン”で訴求します。 

 

 

近隣保育園の子どもたちを集め、キャンパス内の畑でじ

ゃがいもを育てながら、自然に触れる機会の少ない子ども

たちに科学との出会いのきっかけとしてもらうことが目的

です。他の野菜と異なり、比較的子どもたちが食べやすい

植物であることが選択理由のひとつです。作業は月 1回行

い、絵本か紙芝居の形式で農作業について分かりやすく話

す機会を設けます。 

自分たちでじゃがいもを植え収穫することで、子どもた

ちに達成感や感動を得てもらい、大学生も普段触れ合わな

い年齢の子どもたちと貴重な体験を得ることも目標です。 



５．地域の子どもたちに向けた実験教室 

科学倶楽部 

６．『ハマから２０２０！プロジェクト』 

ボランティア支援室学生スタッフ Volunch

「オリンピック・パラリンピック企画グルー

プ」【新規】 

    

小中学生を対象に学年に応じた実験教室を行うことで科

学の楽しさを伝え、理科離れに歯止めをかけることを目的

とし、保護者・指導者のニーズにも応えます。 

小学生には身近な素材を使って、科学は身の回りにあふ

れていることを伝え、科学俱楽部だからこそ提供できる科

学体験も行います。中学生には教科書に載っている内容を

実験や座学で分かりやすく解説し、理科嫌いや苦手を克服

してもらいます。また、経済的な問題を抱える子どもたち

にも科学に触れる機会を作るため、2 年間継続している出

張型実験教室を今年も実施します。 

 

学内で東京オリンピック・パラリンピックに向けた講演

会を行い、学生と地域の方々がふれあいながらお互いに意

識・関心を高めていける地域貢献活動を目標にします。 

具体的には、地域の方も交えてオリンピアン・パラリン

ピアンなどを迎えた講演会で知識を深め、ボランティアと

してオリンピック・パラリンピックに関わることを目指し

ます。また、はまっ子ふれあいスクールなどでワークショ

ップやスポーツ体験会を行い、子どもたちにもオリンピッ

ク・パラリンピックを楽しんでもらったり、金沢区を舞台

に英語での観光案内入門講座なども実施予定です。 

７．ひとつなぎプロジェクト 

並木・青葉プロジェクトチーム 

８．本牧地区まちづくり事業 

RESTART本牧プロジェクト【新規】 

 

この事業では、住民が住んでいるまちに愛着を持てるよ

うに手助けしたり、学童とその親・中高生・大人たちまで

多世代にわたる住民同士や、同じ悩みを持ったり異なる活

動をしている住民同士をつなげ、住民発信でまちづくりに

参画してもらうことを目的としています。 

並木地区では、リニューアルした並木ラボで、多世代間

交流に加えて乳幼児期の親も取り込んだ活動を行ってまち

づくりの拠点を創っていきます。青葉区では、小中高生の

まち参画も考えながら勉強会・交流会・まちあるきワーク

ショップなどを行い、保育室の存在や活動を知ってもらっ

て、多世代をまちに取り込めるような手法を実践します。 

 

中区本牧地区のさまざまな住民組織と連携し、３つのプ

ロジェクトを進めます。 

『本牧ミーティング』は、高齢住民の記憶を web上のデ

ジタル地図に集合知のアーカイブにして、本牧特有の歴史

を後世に残すための基盤をつくります。『防災まちづくり活

動』では、住民と共にまち歩きやワークショップを行い、

本牧独自の「本牧防災 Book」を作成して、高齢化が進む住

民の危機意識向上やコミュニティの強化を目指します。

『HONMOKUISM』では、三渓園という観光名所のポテンシャ

ルを活かすため、本牧の歴史を辿るまち歩きなどで課題を

明確化し、地域の活性化に向けた活動を行います。 

（裏面あり） 



  

９．いのちの授業訪問事業 

看護学科 いのちの授業グループ 

10．神奈川県における外国につながりを持つ 

生徒の教育支援 

JNZ（Joyful N Zippy students）【新規】 

 

近年いじめや虐待などの問題から、子どもたちに「いの

ちの大切さ」を伝える運動が活発化しているなか、いのち

の授業は 10年以上継続しています。この授業では小学校を

訪問し、生命誕生のプロセスをスライドやビデオなどで見

てもらったあと、赤ちゃんの模型を用いたおむつ交換や抱

っこ、妊婦体験、心音の聴取などの体験を行います。 

子どもたちにいのちの誕生のプロセスや大切さ、周囲の

人への感謝の気持ちや、自分も他者も大切であることを学

んでもらい、いじめなどのない健全な成長発達を促すこと

が目標です。また、地域との交流やコミュニケーションを

通し、私たち自身が成長することも目標としています 

 

外国につながりを持つ子どもたちの学習困難や高校進学

率の低さなどの課題に対し、教育支援や支援者としての交

流を通して理解を深め、大学生として取り組みます。 

外国につながりを持つ子ども、とりわけ中学から高校へ

の進路選択について、大学生による関わりがいかに必要か

考察するために、学習支援室での教育支援や、教育委員会

主催イベントでの運営スタッフなどの活動をし、学内での

報告会も年 2回行う予定です。 

本活動を通じてまず個人で外国につながりを持つ子ども

たちへの理解を深め、さらには世間への周知を働きかける

など、社会的問題として問いかけることを目標とします。 

 


